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なかった｡しかし,同じく集積に関わりながらビジネスをおこなう企業におい

ても,どのように産業集積に関わるかについては様々な形態がありうる｡ ここ

では,少なくとも1時点における静態的な多様性と時間的な流れの中での動態

的な多様性,という2つの側面を考慮する必要がある｡

まず静態的な多様性 とは,産業集積におけるある1時点を切 り取ったとして

も,そこには多様な事業システムが存在するのではないか,という視点であ

る｡ 特に注目すべ きは,産業集積の ｢オーガナイザー｣の存在である｡ 小宮

(2007)は,産業集積におけるオーガナイザーの議論を整理 し,そこに少なく

とも2つのタイプがあることを指摘 した｡ここで産業集積のオーガナイザーと

は,｢相互に関連する製造業者の技術要素を適切に組み合わせて, 1つの製

品,あるいは,半製品をつ くりあげるという編集の役割を担 う｣(小宮2007

p.3)企業である｡ つまり, 1つの製品 (半製品)を作 り上げるために,産業

集積内の多様な企業を組み合わせるのがオーガナイザーであり,その活動が産

業集積における柔軟な企業間関係 と成果を生み出すものと考えられるo そして▲.

小宮 (2007)は,このようなオーガナイザーには,自ら製品の企画 ･開発機能

を有 し,その実硯のために産業集積内の企業をコーディネー トするオーガナイ

ザーと,外部から投げ込まれた需要を満たすために,集積内の企業間関係の編

集に特化するオーガナイザーの2種が存在する,と主張する2.)1時点における

産業集積の事業システムを整理する上では,このようなオーガナイザーの多様

性に特に注目する必要がある｡

第 2に,時間的な推移を踏まえた,動態的な多様性にも注目する必要があ

る｡ 多くの産業集積は,時間的な流れの中で徐々に発展 した経緯がある｡ 特に

我が国の産業集積は,グローバル化や汀化 といった急激な経営環境の変化に

さらされ,そこで構築されている事業システムも変化を余儀なくされている｡

また,時間的な流れの中では一見同じ事業システムに見えるものも,異なる役

割を担っているケースもありうるだろう｡ このような時間的な流れの中での多

2) オーガナイザーに関わる既存研究のレビューとその分類の詳細は小宮 (2007)を参照

のこと｡





産業集積における事業システムの多様性 195-

点であった玉島地域は1952年に,それぞれ児島市,玉島市となっていた｡そ

の後,水島コンビナー トの発展を契機 として,1967年に倉敷市,児島市,玉

島市の3市が倉敷市として合併 し,それぞれの伝統を残 しながら各地域を形成

し,現在に至っている｡

アパレルの街 ｢児島｣

各種の統計データによれば,現在,児島地域は日本最大のアパレル製品産地

となっていると考えられる｡ 図1には2004年の工業統計 ｢市町村編｣4)による

データを示 している｡ この中の市区町村別に集計された ｢衣類 ･その他の繊維

製品製造業｣の出荷額を見ると,倉敷市は全国第 1位の約931･､12億円とな.っ

てお り,第2位の愛媛県 ･今治市の約346.58億円,第3位の広島県 ･福山市

の約 290.08億円を,大きく引き離 している｡ また,同統計において各区レべ

図 1:倉敷市の繊維製品製造出荷額

単位 ;億円

倉敷市 大阪市 東京23区 今治市 福山市

データ源 :2004年度工業統計を基に筆者作成

4) 経済産業省経済政策局調査統計部 2006年5月25日発表Oデータは2004年12月31
日時点に基づいて集計されている｡














































